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 伝言
 

 私語は慎むように !!
  色々なお知らせについて
      栗野の Web Page に注意する事

 http://edu-gw2.math.cst.nihon-u.ac.jp/~kurino
  座席について
      席順は自由ですが、試験と同じように、前に詰めて座ってください
            講議開始時に前に詰るように席替えを指示する可能性があります

            席替えの時間は無駄なので、席替えをせずにすむようにしてください

  講義開始前に済ませておく事
      今日の資料に目を通しておく事

  講義前の注意
      講義前は、栗野は準備で忙しいので TA を捕まえてください

  やる気のある方へ
 

 



 お知らせ
 

  本日の予定
      発表と演習 (数と式 II)

  配付物
      小テストの解説 : 1 page

      数と式 I
            課題プリント : 5 page

            課題の提出用紙 : 2 枚 ( 各々 1 枚にニ問迄 )

      小テスト問題 : 前回不合格の人

  本日の目標
      演習
            課題の提出
 



 前回(2015/09/24)の小テスト(二回目)の合格者
  

 3091 3065 3072 2077 2056 2040 3053
 3122 3032 3073 3088 3120 3079 3052
 5805 5801 3033 5807 3124 3039 3024
 3121 3060 3051 3038
 



 資料について
 

  配付資料について
      講議参加者には、しばらく資料のプリントを配付する
            同じ内容を Web に公開する

            講議を休んだ人は、欲ければ、自分で、ダウンロード印刷をする
 

 



 本日の課題 (2015/10/01)
 

  先週(2015/09/24) の課題
      「数と式 I」から、各自問題を 4 問選んで解答し、提出する
            ただし、学籍番号が偶数の人は偶数の問題だけ奇数の人は奇数しか選択できない

  今週(2015/10/01) の提出物
      小テスト不合格者のみ、答案を提出

      先週(2015/09/24) の課題

  本日の課題 (2015/10/01)
      「数と式 I」と「数と式 II」から、各自問題を 4 問選んで解答し、提出する
            ただし、学籍番号が偶数の人は奇数の問題だけ奇数の人は偶数しか選択できない
 



 発表について(詳細)
 

  発表について
      発表者 : 希望者による自己申告による
            発表順は、申告順

      発表内容 : 課題の中から小問単位で行う
            一度、発表された課題は選択できない(早い者勝ち)

            ただし、発表内容が「不可」と判断された場合は、選択可(再挑戦も可)

      評価(栗野の主観) : 発表点の加点のみ( 0 ～ 2 点 ) : 減点する事はない
            発表点が 0 のには ’S’ は出さないが ’A’ は出す

            発表点が 0 が幾つなら ’S’ になるかは開示しない(聞かれても答えない)

  発表の仕方
      前の黒板に「解答案」を記述し、その解説(発表)を行う

      「解答案」の内容
            問題範囲(ID)、問題番号(No/abc)、解答者の学籍番号

            模範解答案(解き方/途中の計算を含む,入らない場合は省略可)

      「発表」の内容
            教員が生徒に教えるつもりで説明する

            問題の考え方や、答えの導き方を口にしながら、それが解答案のどの部分に対応するかを論理的に解説する

  発表の板書の公開
      発表の板書の内容は、デジカメで記録し、Web で公開する
 


